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要 　　旨

　本研究で は 2006 年の サッ カー
ワ
ール ドカ ップ ドイツ 大会 にお ける 「パ ブ リッ ク ・ビュ

ー
イン グ」の ドイツ 人参加者

へ の 聞ぎ取 り調査 を通 じ，パ ブ リッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グの役割を語る上 で 重 要な争点 を提示す る。これ ま で テ レビ放送 の

介 在 す るメ デ ィ ア ・イ ベ ン ト研 究 にお い て，テ レ ビ番 組の 集 団的 視聴 によ り視 聴 者の 集 合的 ア イデ ン テ ィ テ ィ が形 成さ

れ る こ とが 指摘 さ れて き たが，本調 査 で は，集 合 的ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 同時 に 視聴者 の 自己 ア イデ ン テ ィ テ ィ の 形 成が

な さ れる こ と が明らか にな っ た。

Abstract

This　study 　explores　important　issues　through 三nterviews 　and 　through 　the　 analysis 　of　Gemlan 　audiences 　at　the　2006

Soccer　World　Cup　in　German ￥ Previous　research 　conducted 　in　the 丘eid　of　Media−Events　Studies　show 　that　each 　audience

members 　develop　a　collective 　identity　during　large　mass 　media 　events ．　However，　the　 results 　of　this　study 　indicate　that

audiences 　have　nQt 　only 　a　collective 　identity，　but　also 　a 　self−identity．

1．　 は じめ に

　2006年は ドイ ッ の 人 々 に とっ て 節 目 の 年で あ っ た。ワ
ール

ドカ ッ プの ホ ス ト国と して ，国 をあ げ て 大量 の 客 人 を迎 え入 れ

る準備 を始 め たの が ，そ もそ もの 発 端で あ る。

　2006年 サ ッ カ ー
ワ
ール ドカ ッ プ ドイ ツ 大 会 に 際 し て ，ドイ

ッ 国 内で は FIFA 公 認 の 様 々 な フ ァ ン サ
ービス が 行 わ れ た 。

中で も最 も大 々 的で 画 期 的な 出 来事が ，「パ ブ リ ッ ク
・ビ ュ

ー
イ

ン グ （public　viewing ）」 の 開 催 で あ っ た。サ ッ カ
ー

の 試 合 中継

を，公共の 場で 集団視聴 しよ うとい うの で あ る。ドイ ッ の パ ブ

リ ッ ク
・ビ ュ

ー
イ ン グ は，「フ ァ ン マ イ レ （Fanmeile）1 とい う

FIFA の 公式 フ ァ ン イベ ン トの 名 称 と ともに こ の 時広 ま っ た
［i）。

　後 段 で 述 べ る よう に，こ の イベ ン トは評判 の 良 さと 認知 度 の

高 さ，さらに は ワ
ー

ル ドカ ッ プ誘致に 伴う莫大な 経済的利益 の

下 支 え と して 大成功 を 収め た と言 っ て よ い 。「フ ァ ン マ イ レ 」

とい う言葉は 2006年の ドイ ツ 流行語大賞で 1位 を獲 得 し，こ

の イベ ン トの 知名度 と 2006年 に お け る重 要性 が示 され た Pl。

　 しか し本 論が 注 目したい の は，こ の イベ ン トが 大きな経済的

利益 を収 め た こ と ［2］で もな く，外 国 人 観 光 客が 持 つ ド イ ツ の

イ メ
ージが 向上 した

13T
こ と で もな い

。 フ ァ ン マ イ レ は，確 か

に外国 人観光客を想定 して 設計 され たか も しれ ない が，蓋 を開

けて み る と ドイ ツ 人 が イ ベ ン トに 出向 き，ドイ ツ 国 旗 を振 る

光景 が 見 られ た 。 第二 次世界大戦後，ドイ ッ を覆 っ て い た タ

ブ
ー，す な わ ち公 の 場 で ドイ ッ 国旗 を振 る こ とが，パ ブ リ ッ

ク ・ビュ
ー

イ ン グ の 現場 で 起 きた の で あ る。

　 さて ，こ の 2006年の サ ッ カー
ワ
ー

ル ドカ ッ プ を経 て 起 きた

ドイッ を覆 う 「気 分 」 の 変 化 は，Von 　BUdingen （2007） が 取

り上 げ る よ うに ホ ス ト国の コ ン セ プ トで あ る 「FIFA ワ
ール ド

カ ッ プ 2006へ 向 け た ドイツ 組 織 委員会 との 共 同作業 に よる，

連邦 政府 の 芸 術 ・文 化 プ ロ グ ラ ム ⊥ 「サ
ー

ビ ス キ ャ ン ペ
ー

ン お

よ び 友好 キ ャ ン ペ
ー

ン ⊥ 「ドイ ッ
ー

理 想 の 国 」
MT

の 成 果 な の だ

ろ うか。ある い は，パ ブ リ ッ ク
・ビュ

ーイ ン グ で 変化 した の は

テ レ ビ番 組 の 大量 の 「視聴 者 」 た ちで あ っ て，そ こ で 視 聴 さ れ

た コ ン テ ン ッ は サ ッ カ ー
ワ
ール ドカ ッ プの 試 合 中継 な の だ か

ら，Mikos （2007）が 言 う よ うに 「FIFA が世 界 を制覇 した」
L51

とい う結 論 に なる の だ ろ うか 。

　 筆 者 は，こ の イベ ン トが ス ポーツ ・マ ーケテ ィ ン グの 領域 だ け

で な く，メデ ィ ア 研 究 と りわ け オ
ー

デ ィ エ ン ス 研 究に お い て も

重 要な 意味 を持つ 事例 で ある と考える。こ こ で は 参加者 へ の デ

プス イン タ ビ ュ
ー （depth　interview）の 概要 を紹 介 しなが ら，メ

デ ィ ア
・イベ ン ト研 究 が これ まで 議 題 と して きた イ ベ ン ト参加 者

の 集合的 ア イデ ン テ ィ テ ィ の 認識だ けで な く，同時に 自己ア イデ

ン テ ィ テ ィの 認識が 問題 となる可 能性 を指摘 したい 。

2．　 ドイツ で の パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グ をめ ぐる 議論

　2006年 を境 に 黒 ・赤 ・金 の モ チー
フ が ドイ ッ の 街 に 溢 れ

た こ とに つ い て は，様 々 な議 論 が起 きて い る。イ ギ リス の 心

理 学 者 SuHiv−an 〔2009）が 指 摘 す る よ うに ，こ れ まで 公 共 空 間

で 国旗 を掲 げ る こ と が され に くか っ た ドイ ッ にお い て，パ ブ

リ ッ ク ・ビ ュ
ー

イ ン グ に 参 加 し た ド イ ツ の 人 々 が ド イ ッ 国旗
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を振 り 「ドイ ッ へ の 誇 り」 を語 る こ と は歴 史 的 な 出 来事 で

あ っ た ［6〕、こ の 変 化 を考 え る 上 で は，パ ブ リ ッ ク
・ビ ュ

ーイ

ン グ 参 加 者 に 関 す る 調 査 と そ の 解 釈 が 重 要 で あ る。しか し

「家 庭 で 観 られ るテ レ ビ番 組 を公 共 の 場 に集 ま っ て 見 知 らぬ

人 々 と 共 に 視 聴 す る 」 と い う イベ ン トの 形 態 が 新 しい た め

か ．パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グ は ス ポ ーッ ・ジ ャ ーナ リ ズ ム

や ス ポ
ー

ツ
・

マ
ー

ケ テ ィ ン グ．ツ
ー

リズ ム とい っ た 点で 注 目

され が ちで あ る。

　た とえ ば Hartmann （2009）は ，ツ
ー

リズ ム の 成 功 例 と し て

ドイ ツ 中 で 開 催 さ れ た フ ァ ン マ イ レ を位 置 づ け て い る
［71。

PreuB，　Kurscheidt，　Schthtte（2009）の 3人 はサ ッ カー
ワ
ール ド

カ ッ プ ドイ ツ 大 会 が大成 功 した 要 因の 1 つ と して フ ァ ン マ イ レ

を 挙 げ る が，経 済 効 果 を 語 る の み で あ る
lsl。　Schillinger（2007）

は，合計で 約 300 時間 をワ
ー

ル ドカ ッ プ 関係 の 中 継 に 費や し

た有料テ レ ビ放送 「プ レ ミ ア 」が ，ドイ ツ 全 土 で の 映画館 で

125 の パ ブ リ ッ ク
・ビ ュ

ー
イ ン グ イベ ン トを開 催 し て の べ 25

万 人 の 来場者 を集め た こ とを報告 し，こ の イ ベ ン トが 有料 テ

レ ビ放 送 に とっ て 存在 感 を発 揮す る きっ か けと なっ た と報告

して い る
网 。

　 こ の よ うに，パ ブ リッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グを経 済 的側 面 か ら評

価 し よ うとす る 研 究は枚挙 に 暇 が ない 。 た だ しマ
ー

ケ テ ィ ン グ

の 観点か ら行わ れ た 研 究の 中で も，一
部パ ブ リ ッ ク

・
ビ ュ

ー
イ

ン グ に お け る 参加 者 の分 析 が 試 み ら れ て い る もの も存在す る。

　た と えば Schulke （2007）は 2006年 ワ
ー

ル ドカ ッ プ ドイ ツ

大 会 で の フ ァ ン マ イ レ にお い て ，懸 念 さ れ て い た 政治 的便乗者

の 出現 や フ ー
リ ガ ン に よ る破 壊 行 動 な どが 起 こ らず，外 国 人

観 光客 や 試合 に負 け たチーム の サ ポーターとも友 好的 な雰 囲気

を保つ こ とが で きた 原 因 を考察 し，ベ ン ヤ ミ ン を引用 しなが ら

フ ァ ン マ イ レ を 「フ ァ ン と遊 歩者 （Flaneur）」の 統
一

と して 捉

え 「朗 らかで 落 ち着い た ム ード」を説明 し よ うと し た ［to］
。 サ ッ

カー
フ ァ ン で は ない 人 々 が サ ッ カー試合 の 視 聴 イベ ン トに 参加

し盛 り．ヒが る こ と で 得 られ る もの は何 か とい っ た点が こ こ で は

明 ら か で は ない が ，ス ポ ーツ ・マ ーケ テ ィ ン グ研 究 の 中 で フ ァ

ン が タ
ー

ゲ ッ トで は ない と した こ とは重 要 な指摘 で ある。

　Harney，　JUtting（2007）は フ ァ ン マ イ レ で の 人 々 の は しゃ ぎぶ

りを記 述 し なが ら，「参加 者 が 見 る の は 参 加 者で あ る 」 と ヒ ン

トを提 示 して い る 〔Ll］。しか し こ こ で はそ れ 以上 オー
デ ィ エ ン

ス 分析 が 追求 され て い ない 。

　 Pilz（2007）は 2006年 の サ ッ カ
ー

ワ
ー

ル ドカ ッ プ に おい て フ ァ ン

と訪 問 者 ケ ア コ ン セ プ トの モ ニ タ リ ング と評価 を行 っ た が，モ ニ

タ リ ング の 結果 として，FIFA 主催の イベ ン トに は フ ァ ンで は な

い 人 が 多 く居 る 点，若 者が 多い 点 な ど を 指摘 して い る。こ こ で

は，「フ ァ ン の 関連 受 け入 れ 施 設」 として ド イ ッ 人 か ら も外 国 人

か らも知名 度が高 く 「重要で ある 」と考え られて い る もの がパ ブ

リッ ク
・ビ ュ

ーイ ン グ で ある こ とが 報 告 さ れ て い る
［L：亅。こ れ ら

の 調 査 は サ ッ カ ーワ ール ドカ ッ プ 期 間 中 に行 わ れ て お り，そ の

後，長期的 なス パ ン で の 変 化や 参加 に際 す るオーデ ィ エ ン ス の

詳細 な心情 な どは不明で ある が ，パ ブ リ ッ ク
・ビュ

ー
イ ン グ に

お け る オ
ー

デ ィ エ ン ス を量 的 に す くい 取 っ た とい う点で は 貴重

な報告 で あ っ た。

　 さ らに Von 　Stetten〔2009）は，2006年 の ワ
ー

ル ドカ ッ プ を

通 じた 「ドイ ッ イ メ
ージ」 の 変 化 に つ い て 論 じて い る。イベ

ン トの マ ネ ジ メ ン トを通 じて 参 加 者 の 「感情 的」 雰 囲 気 が つ

く られ，同 時 に 「ドイツ 」 ブ ラ ン ドの 情 報 が提 示 さ れ た。こ

の 2 点 が 結 び つ くこ と を基 本 と した イ メ
ー

ジ 以 降 モ デ ル が

提 示 さ れ て い る が ，こ う し た 視 点 は 上 意 下 達 的 で 直線 的 な コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を想定 して い る た め ，参加者 の 実践が 見 え

て こ な い
［L3〕。

　 こ の よ うに，パ ブ リ ッ ク
・ビ ュ

ーイ ン グの イ ン パ ク トは，可

視 化 され た 「国旗」や 「群集 ⊥ あ る い は 「経 済的 利 益 」や 量

的 な調 査結 果 を手掛 か りに 説明 しよ う とされて きた。

3 ． 調 査の実 施

　 こ こ まで 述べ て きたパ ブ リ ッ ク
・ビュ

ーイ ン グ 研究の 実態 を

踏 ま え，パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ー

イ ン グ の 役割をオ
ー

デ ィ エ ン ス の

側か ら質的に 明らか に して い く視点が 必要 だ と考 える に 至 り，

社会調査 を実施 した。

3 ，1　 調査方 法

　 メ デ ィ ア 研 究 にお い て質 的調査 は ます ます 重要 度 を増 して い

る が ，本研 究 も ま た パ ブ リ ッ ク
・
ビ ュ

ー
イ ン グ参加者 を 通 じて

パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ー

イ ン グ の 新 た な 側 面 を 見 出 す こ と を 目的

とす る た め ，質的手法 　と りわ け グ ラ ン デ ッ ド・ア プ ロ
ー

チ

（GTA ）
  を応用 した イ ン タ ビ ュ

ー
デ
ー

タ の 分 析 を行 っ た 。調査

対 象 者 は 2006年 に サ ッ カ
ー

ワ
ール ドカ ッ プ ドイ ッ 大会 で 公 式

の パ ブ リ ッ ク
・ビ ュ

ーイ ン グで サ ッ カー
の 試 合 を観 た こ とがあ

る ドイツ 人参加 者 で ，Pilz（2007）の 調 査 結 果 を踏 ま えつ つ ，若

者 文化 と して 新 しい メ デ ィ ア ・イ ベ ン トの
一

側面 を 解明 す る た

め に 20代の 若者に 限定 した
｛31

。

　 こ の 手法は．限定 され た出来事 や 事例の 経．験者 を調査対象と

しな が ら，調査 結果 に つ い て 仮 説を持 た な い 場合 に．こ の 手法

は有 効で あ る。た と え ば安藤 （2010）は デ プ ス イ ン タ ビ ュ
ー

に

よっ て 調 査 を実施 し，GTA を応 用 した分 析 に よ っ て 争点 とな

る カ テ ゴ リを抽 出 し，従来 行 わ れ て きた実験 室 で の ユ
ーザ ビ リ

テ ィ テ ス トで は 発見 さ れ な か っ た ユ ーザ の 心 理 的 な 条件 を 明 ら

かに した ［14］
。

　テ レ ビ番 組 の オー
デ ィ エ ン ス 研究に おい て は ，た とえば 毛利

（2003）が 6 名 の イ ン フ ォ
ー

マ ン トの 日常 的 な テ レ ビ視 聴 を通 じ

た 「イ ラ ク 戦 争 」 の 体験 を炙 り出 して い る
P51。こ こ で は家庭

内で の テ レ ビ視 聴が 扱 わ れ て い るが，日常生 活 の 中で の 「イ ラ

ク 戦争 」 とい う非 日常 的 出来事 を調 査者 と イン フ ォ
ー

マ ン トの

関係性 を基 盤 と した 個 別性の 中か ら捉 えて い くとい う点 で ，仮

設理論構築の ため の テ レ ビ視聴の 調 査の 中で もモ デ ル と なる試

み で あ る。個 別 的 な 事例 の 中か ら仮 説 的
・
理 論 的水準 で 議題 に

あが る べ き問題 を見 出 して い く点で 貴重 な前例 だ と 言 え る。

　本研 究 で はサ ン プ リ ン グ に 「ス ノ
ーボー

ル 方式」を用 い る と

同時 に，妥当性 を担 保す る ため に 「サ ッ カ
ー

フ ァ ン 」 とし て の経

験 に ば ら つ きを もた せ た 理 論 的サ ン プ リ ン グを実 施 した。イ ン

フ ォ
ー

マ ン トの 構成及び 実施 ス ケジ ュ
ール は次の 通 りで あ る。
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名前　年齢 　性 別　 職業 サ ッ カーとの 関 与

＃1　　 27

＃2　 　 22

男

女

＃3　 　26　 　 男

＃4　 　25　 　 男

＃5　 22　 　 男

研 究 員　フ ァ ン で は ない

生

生

学

学

生

生

学

学

ワ
ー

ル ドカ ッ プの フ ァ ン で あ る

見 に行 っ た 経験が ある

長年プ レ イ し，フ ァ ン で あ る

フ ア ン で は ない

表1 ： イ ン フ ォ
ー

マ ン トの 構成

名前　　実施時期 取材場所 取材時間

＃1　　　2011／ll／09

＃2　　　2011／11／19

＃3　　　2011／11／19

自宅 （ブ ラ ウ ン シ ュ バ イ ク ）

学 生 寮 （フ ラ イ ブル ク ）

学 生 寮 （フ ラ イ ブ ル ク ）

01：32：3600

：44；1201

：05：09

＃4　 2011／04fO4 名古 屋 大 学 内の 教 室 （名古 　 02：03：36
　　　　　　　　 屋 市〉

＃5　 2011fO6／22　 名古 屋 大 学 内の 教 室 （名古

　　　　　　　　 屋市）

01：06：00

表2 ：調査ス ケ ジ ュ
ー

ル

　本研 究で は，半構造 的 イ ン タ ビ ュ
ーを用 い た。半構 造 的 イ ン

タ ビ ュ
ーとは，イ ン タ ビ ュ

ーガ イ ドを用 い なが らもイ ン フ ォ
ー

マ ン トの 語 りの 自由を重 視す る，非仮 説 検証 型 調査 で しば しば

使わ れ る調 査手 法 で あ る。イ ン タ ビ ュ
ーガ イ ドは，次の ように

大きく分けて 3 つ の 段階 と計 7 つ の 質問 で 構成 されて い る。

1．参加 したパ ブ リ ッ ク
・ビ ュ

ーイ ン グ に関 す る 情 報 （事実 認

識 ）： い つ ど こ で 参加 した か，会場は どん な様子だ っ た か

2，自己の 振 る舞い （行動）； どの よ うない きさ つ で 参 加 した か，

会場で 何 を見聞き した か．どの ように 振 る 舞 っ た か

3，感想 や 意見 （態 度 ）： 自己 に変 化 が あ っ た か．周 りの 人 に変

化が あ っ た か

　 イ ン タ ビ ュ
ー

で は過去 の記憶に つ い て 語 っ て も らう必 要が あ

る た め，上 述 した 質問 項 目はまた イ ン タ ビ ュ
ーに先 だ っ て イ ン

フ ォ
ー

マ ン トへ 公 開 した 。プ ラ イバ シ
ー

保 護 な ど倫理 的 配 慮 に

つ い て 説 明 を行い ，イ ン フ ォ
ー

マ ン トの 承 諾 を得 た上で 面接 を

実 施 して い る 。 実際の イ ン タ ビ ュ
ー

で は質問項 目に 対応 す る語

りが 前後する こ とや 複 数 の 質 問 に対 応 す る語 りが な され る こ と

もあ っ た が，調査 上 の 障 害 に は な らなか っ た。

　また，イ ン タ ビ ュ
ーデータは ドイ ツ 語 か ら 日本語 へ 翻訳 さ

れ，要約 し た後 に 再 び ドイ ッ語 へ 翻 訳 し直 し，内容の 確認を済

ませ て い る。イ ン タ ビ ュ
ー後 も随 時追 加 情報を 受け付 け る な ど

フ t ロ ー
ア ッ プ を した 結果，各人 に つ きイ ン タ ビ ュ

ー依 頼 後か

ら 1 年程度の 期間をか けて 調査 を終 える こ とに な っ た。

3．2　 イン タビ ュ
ー
結果の 概略

　イ ン タ ビュ
ー
調査 の 結果 として ，各 人 の 発 話 内容 の 要約の

一

部 を 示 す。限 られ た紙 面 の 都合 上 ，こ こ で は イ ン フ ォ
ー

マ ン ト

の 体験プ ロ セ ス よ りは む しろ ，体 験 を 通 じ た 思 考の 解明 に 重 点

ドイ ツ に お けるパ ブ リ ッ ク ・ビ ュー
イ ン グ体 験 に 関す る 考 察 　 43

を置 き，表 1 よ りサ ッ カ
ーとの 関与 度合 い が 異 なる ＃1，＃2，＃4

の イ ン タ ビ ュ
ーを取 り上 げ る。

3．2．1 《 イ ン フ ォ
ー

マ ン ト ＃1 》 要 約 と解 説 の試 み

　「10万 人 の 人 々 が ド イ ッ 国 旗 を 持 っ て
一

斉 に 立 ち あが る な

ど，以 前に は 考えられな か っ た こ とだ 。 ドイ ッ に 誇 りを持ち，

国旗 を振 っ た 最 初 の こ と だ っ た 。 ドイ ッ 人 は そ れ ほ ど 感情的

じ ゃ な い は ずだ け ど，あ の 浮 か れ た 雰 囲 気 は す ご く稀 な もの

だ っ た。そ れ まで 日常生 活に は国旗 も国歌 もなか っ たが，今で

は 受 け入 れ られ る よう に な っ た。

　 私 は学校 時 代，ドイ ツ が不健 全 で お か しな歴 史認 識 に と らわ

れ て い る こ と を友 人 た ち とよ く議論 した。そ れ で 意 見 が 合 わ

ず，悔 しい 思 い を した もの だ。私 た ちは 戦 争も戦後の 経済危機

も冷 戦 も分裂 時代 も経 験 して い ない 問 題 の な い 世代 だ 。 そ れ で

も，ドイ ツ で は，ドイッ に誇 りを持つ こ とは正 しくな い と され

て い る ん だ よ 。 戦争犯罪 をい まだに 持ち出さ れ る 。 ドイ ツ は世

界 の 中で そ れ ほ ど 良い 評 判が あ る わ けで は な い 。で も 2006年

に ，ドイ ッ 人は ホ ス ピ タ リテ ィ
ー

や 親 し み や すさ，ユ
ーモ ア を

外国 に見せ られ た。私 はそ の こ とに 誇 りを持 つ 。以 降 は もはや

誇りを示 すこ とに 疑 問が わ か なか っ た．新 しい 秩序 が生 まれ た

ん だ。」

　 ＃1の 興 味 深 い 点 は，「移 民 以外 の 」，お そ ら くは ドイツ 語 を

話 さな い 外 国 人観光客 と会 い ，そ れ ぞ れ の 国の 外国語 を話 し

て ，ドイ ッ 人の 「ユ ーモ ア 」を見 せ た と語 る こ と，そ して こ れ

を個 人体 験 の 中心 的な 出来事 と して い る こ とだ 。 彼 は そ こ で 出

会 っ た外国 人観光客 と連絡先 を交換 して ネ ッ トワ
ー

ク を作 っ て

い くわ けで は な い 。 外国人 観光客 と外国 語で 会話 す る こ とそ の

もの が 大事な の だ。

　 さ らに ＃1 は 「問 題 の ない 世 代 」が 暗 黙 の 了解 に した が っ て

い わ ば 空気 を読 み，ドイ ッ へ の 誇 りを 持 つ こ と を こ と さ ら批判

す る 議論 の 在 り方に 抱 い て い た 長年の 不 満 を語 っ て い る。

3 ．2．2 《 イ ン フ ォ
ー

マ ン ト ＃2 》 要約 と解説の 試み

　「2006年 に は バ イエ ル ン州 で，民族 XS　［4）の テ ン トの 中で パ ブ

リ ッ ク
・ビュ

ーイ ン グ を経験 した。ドイ ツが 負 けて しまう と，

み ん なお い お い 泣 い て い た。私 は本 当 の フ ァ ン じゃ ない 。 ワ
ー

ル ドカ ッ プ の フ ァ ン だ か ら 。 14歳 くらい の 女の 子 た ちば か り

まわ りに座 っ て い て，ずっ とお 喋りして い た し，フ ァ ン に は 迷

惑だ っ たか もしれ ない 。もちろ んモ ッ トーに従 っ て応 援 は して

い た け れ ど，負 けたか ら っ て 個 人 的喪失 は起きな い 。

　と こ ろ が 2006年 を境 に 雰 囲気 は変 わ っ た。み ん なが 車や庭

に 国旗 をたて は じめ て，あ んなの は初 めて 見 た 。 突然 ス イ ッ チ

が 切 り替 わ っ た ように ，「私 た ち は 自分 の 国 に 誇りを持 っ て い

い ん だ 」 と思 っ た。だ け ど 自国へ 急 に誇 りを持 つ の は 難 しい 。

　そ れ で 2010年の 時に は 頻繁に パ ブ リ ッ ク
・ビ ュ

ーイ ン グ に

行っ た 。 で もあ る 試合 で ドイ ッ 人観 客 が相 手 チーム に悪 態 をつ

きは じ め て，い や な感 じが した。その 後色 々 考 えて ，少 し冷め

たか も しれ ない 。私は こ の グル ープ ・ダイ ナ ミ ズム の
一

員 に な

りた くない と思 っ た。」

　小 さな村 で 育 っ た ＃2 は 当時 テ ィ
ー

ン エ イ ジ ャ
ー

で，大勢 の

N 工工
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大人 た ちが テ レ ビ を見 なが ら興 奮 し号泣 す る 姿 を見 て 戸 惑 い ，

さ ら に は 2010年 の パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グ で はヤ ジ を飛 ば

す人 々 に苛立 ちなが ら，「この グ ループ ・ダイ ナ ミズ ム の
一員

に な りた くな い 」 と強 く繰 り返 す。しか し注 目す べ きな の は，

こ う言 い なが ら も彼 女 が 何 度 もパ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グ へ 足

を運 ん で い る こ とその もの で ある。

3 、2 ．3 《イ ン フ ォ
ー

マ ン ト＃4 》 要 約 と解説 の 試 み

　「パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グで は普段 会 わな い よ うな，頭 の

よ くない サ ッ カ
ー

フ ァ ン と 会 うの が 面 白い 。た だ大 事 な こ と

は，知 り合 い の 小 さい グ ル ープ が あ っ た 上で ，知 らない 人た ち

と一緒に 見る こ とだ 。 1 人 で 知 らな い 人 た ちの 中で 見 るの は良

くな い 。試合の 後，歩い て 帰 っ た ら，街 は 人 で い っ ぱい で，車

の 上 で ドイ ッ 人 た ち が 踊 っ て い た 。 注 意 し に きた は ず の 警 察 も

嬉 しそ うで，み ん なで 盛 り上 が っ た 初め て の 経 験 だ っ た。ワ
ー

ル ドカ ッ プの 後，何 か が変わ っ た とみ ん な 気付い た 。 私 は，昔

か ら合唱 をや っ て い る の だが，パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ー

イ ン グ で い

つ も応 援歌 の 歌 い だ しを して い たの で ，そ れ が 誇 ら しい
。」

　＃4 は 2006年に は 1度 だ けフ ァ ン マ イ レ に 参加 したが，サ ッ

カ
ー
好きの た め パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ

ー
イ ン グに おい て 立 ち見 し な

け れ ばな ら な い こ とな ど を理 由 に．基 本 的に は 自宅 で 視 聴 して

い た 。 そ の 彼が パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グ へ 行 っ て 良 か っ た点

と して，「普段会わ ない 」「頭 の よ くない サ ッ カーフ ァ ン 」 と会

うの が 面 白い 点，合 唱 の 歌 い 出 し をで きて 誇 ら し か っ た 点 を挙

げ て い る の が 興味 深 い 。

4 ， メ 7 イ ア
・
イ ベ ン ト研 究へ の布 置 の試 み

　 さて，イ ン タ ビュ
ー

の 内容に つ い て 概 要 を示 したが，こ れ ら

の 内容 は どの よ うに解釈す る こ と が で きる だ ろ うか。

　まず，テ レ ビ放 送 とイ ベ ン トが 結び つ い た 出来事が 扱 わ れ て

きた領域 「メ デ ィア
・イベ ン ト」研究 で 語 られ て きた こ とを確

認 し，その 上 で 何が 見 落 と されて きた か をイ ン タ ビ ュ
ー

に 立 ち

返 りなが ら 見て い きた い 。

4 ．1　 メ ディ ア ・イベ ン トと 2006 年サ ッ カー
ワ
ー
ル ドカッ

　　　 プ ドイ ツ 大会

　サ ッ カー
ワ
ール ドカ ッ プの よ うな社会的に 注 目され る イベ ン

トは，しば しば テ レビ 放送 の 通常の 編成 が変更 され ，特別枠で

伝 え ら れ る。メ デ ィ ア ・イベ ン トとは メ デ ィ ア
・放送 主体 が テ

レ ビ で こ う し た 行事 を放 送 す る こ と に よ っ て 「社 会 に と っ て

の 何 らか の 中心 的 な価 値や，集団的記 憶の
一

面 にス ポ ッ トラ イ

トを あ て る祭 日」 で あ り，放 送番組 の ジ ャ ン ル の 1 つ と して

Dayan と Katz に よ っ て 定 義 され た ［16］。こ れ は，国家規 模の 出

来 事が マ ス メ デ ィ ア と 連動 して 起 こ る事態そ の もの を．1 つ の

ジ ャ ン ル と して研究 領域 に据 え よう とい う提案で もあっ た 。

　 Dayan と Katz は イ ベ ン トの 主 催者 と 放送 主体，そ して 視 聴

者 とい う 3 つ の 主体が 協力関係 の 中 で メ デ ィ ア ・イベ ン トを作

り上 げて い く様 子が 記述 して い くが，そ の プ ロ セ ス には，視 聴

者 の 側 が 日常 を棚 上 げ し なが ら イ ベ ン トの 持 つ 時 間軸 に足 を踏

み 入 れ，国家へ の 帰属 心 とい っ た ア イ デ ン テ ィ テ ィ を手 に入 れ

て 日 常へ 回 帰 して い くとい う，通過儀礼の ア イ デ ア も組み 込ま

れて い た。

　 ア イ デ ン テ ィテ ィ の 概 念 定義 に つ い て は 諸 説 あ る が，こ こ で

は 自己 ア イ デ ン テ ィ テ ィ （self　identity），社会 的ア イデ ン テ ィ

テ ィ （social　identity），集 合 的 ア イデ ン テ イ テ イ （collective

identity）に大 別 す る。

　 自己 ア イ デ ンテ ィ テ ィ は，一
般 的に，私が 他者 と は 異 なる 唯

一
無二 の 私で ある とい う認 識，「わ た しは わ た しだ 」 と い う感

覚で あ る と理 解 で きる 。 人 は 他 者 と 関 わ りなが ら自己 を位 置

付 け，「わ た し」 とい う存在 を明 確に し て い く。自己 ア イ デ ン

テ ィ テ ィ は他者 との 関係性おい て の み 生 成さ れ，自給する こ と

の で き ない 財 で あ る。言 い 換 え れ ば．他 者 に 囲 ま れ る 中 で の

み ，他 者 に対 す る 「わ た し」 と して 自己 ア イデ ン テ ィ テ ィ は生

成 され る。

　 他 方 で ，社 会 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ は，個 人 を性 別 や 宗教 と

い っ た 広 い 社会 的 な グ ル ープ に繋 ぎ と め る。Crossley（2008）

に よ る と，社 会的 ア イデ ン テ ィ テ ィ は個 人 をあ る特定 の 集 団 に

繋 ぎとめ．自己ア イ デ ン テ ィ テ ィ は他者 との 相違点を定 め る こ

とで そ の 集団か ら個人 を区 別 し よ うとす る 概念 で あ る
「17］。

　 こ れ らに対 して ，Melucci （1997）は 集合的 アイ デ ン テ ィテ ィ

とい う概 念 を持 ち出 した 。 Melucciに よ る と，集合的 ア イ デ ン

テ ィ テ ィ は，あ る 集合 行為 に お い て 交流 す る 諸 個 人 が 生 み 出

す，「相 互作 用 的 で あ りなお か つ 共有 さ れ た 定義」で ある
［18］

。

Melucciの 言 う 「共 有 された定 義」 は，あ る集 団の 構成 員に 共

通 する 経．験 か ら 派生 する，その 集団 に よ っ て 共 有 され た 「わ

れ わ れ 意識 」 と考 え る こ とが で きる 。 こ の ア イ デ ア は ，現 代

的 な 集合 行為の 1 つ で ある パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ー

イ ン グ の 理 解

を助 けて くれ る。Melucciに よる と，あ らゆ る 集合行為は 同
一

時 空 間 の 枠 の 中 で 共 通 の 行動パ タ
ー

ン を 持つ 諸個 人 に よ っ て

成 り立 ち，「連 帯」，「紛争⊥ 「社会的関係 の シ ス テ ム の 共存性

（compatibility ） の 限 界 を 侵 犯 （transgression ）す る こ と」

と い う三 つ の 局 面 を 含 ん で い る （Melucci ；1997．　pp ，18−19）。

こ の 理 解 は．Dayan と Katz に よ る メ デ ィ ア ・イ ベ ン トの 三 類

型，す なわ ち競 技型，制覇型，戴冠 型に 似て い る だ けで な く，

こ れ らの 集合行 為 を通 じて 構成 員が 「わ れ わ れ 意識 」 を 獲得 す

る 可 能性 を認 めて い る 点 で 類似 して い る。

　 メ デ ィ ア
・イベ ン ト研 究 に お い て は，集合的ア イ デ ン テ ィ

テ ィ，す なわ ち 「こ の 集 合行為 に参加 して い る わ た し」 と い う

意 識 が 問 題 と さ れ や す い 。た と え ば Cybulska （2007） は パ ブ

リ ッ ク
・ビ ュ

ー
イ ン グ を語 る 上 で メ デ ィ ア

・イベ ン トを先行 研

究 に持 ち出 し，儀礼 と し て の サ ッ カ
ー，ス ポ

ー
ッ と メ デ ィ ァ と

の 密接 な関係 を強調 す る が ，こ の 分析 は 既存 の 概 念 の 中 に 新 し

い 現 象 を当 て はめ て み た だ けに 過ぎな い
［19］

。 メ デ ィ ア ・イベ

ン トの 概 念 を借 りて パ ブ リ ッ ク
・ビュ

ーイ ン グ の 参加者か ら見

える 「ドイッ 」 とい う 「われ われ 意識 」 を殊 更 に 注 目 しなが ら

も，そ れ が 穏 や か なお祭 り騒 ぎの 中 で 展 開され た もの で あ っ た

とい う当時の 雰 囲気 を説 明 す るため に，サ ッ カーとい うコ ン テ

ン ッ や 遊 歩者 を引き合 い に 出 しなが ら議論 を進 め て きた とも言

える。
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4．2　 パ ブリッ ク ・ビ ュ
ー

イン グ参加者の 語 りから考える メ

　　　 デ ィ ア
・
イベ ン トの新しい 側面

　 こ こ で 改め て パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グ参加者 た ちの イ ン タ

ビ ュ
ー内容 に 立 ち返 っ て み よ う。 イ ン タ ビ ュ

ー
内容を先ほ ど述

べ た ア イデ ン テ ィ テ ィ 概 念 に即 して 分 析 す る と，3 つ の カ テ ゴ

リが抽 出 され た。こ こ で ，各カ テ ゴ リ に 関 す る 考察 を試 み る。

4 ．2 ．1 カテ ゴ リ 1 ：サ ッ カーフ ァ ンでな い こと

　サ ッ カ
ー

の 試合中継を視聴す るパ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ー

イ ン グ に

参加する 者は サ ッ カ
ー

フ ァ ン で あ る と い う前提 が こ れ まで に

あっ た た め に ス ポ
ー

ツ ・マ
ー

ケテ ィ ン グや フ ァ ン 研 究の 領域 の

中で パ ブ リ ッ ク
・ビ ュ

ーイ ン グ が 取 り上 げ られ て きた の だ とす

れ ば，そ の 前提 は か な らず し もすべ て の 参加 者 に 当 て は まる も

の で は ない と 言 える だ ろ う。

　 フ ァ ン は，「ス ポー
ツ や 芸 能娯 楽 に対 す る熱狂 的 な愛好 者 」

を意 味 し，一
般 的 な オ

ー
デ ィ エ ン ス とは 区別 され る

f20］。パ ブ

リ ッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グ参加 者が 特殊 な フ ァ ン で 構 成 され て い る

わ けで は ない とす れば ，ス ポ
ー

ツ社 会学 で論 じ られ て きた フ ァ

ン 研 究 と は 異 な り，参加 者 をマ ス
・

コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 中の

一般 的 な オ
ー

デ ィ エ ン ス と して 位置 づ けて い く必 要 が あ る と言

える 。

4 ．2．2 カ テ ゴ リ 2 ：自己ア イデ ン テ ィ テ ィ の 確認

　イ ン フ ォ
ー

マ ン トの 語 りで 最 も重 要 な点が 「歴 史的な 出来

事 を体 験す る わた し」 とい う視座 と同 時 に，「そ の 中で 他 者 とは

異 な る わ た し」 を語 る こ と で あ る。彼 らの 語 りで は，パ ブ リ ッ

ク ・ビ ュ
ーイ ン グ体験 で 遭 遇 した他者 との 関係 の 中で 「他 者 と

は 異 な る わ た し」が 言 及 され て い る こ と に 注意 が必要 で ある 。

　こ の 自己認識 の 在 り方は ，自分以 外の 人 々 と の 相互 行為の 中

か ら生 まれ て くる もの で ，自己 ア イデ ン テ ィ テ ィ の 確認 と言 っ

て よい だろ う。 大規模 なマ ス メ デ ィ ア の イ ベ ン トの 中で ，「私

は 他 の 人 とは 違 う特 別 な人 間 で あ る」 とい う人 間 に とっ て 当然

の ，しか しマ ス メ デ ィ ア が 主導す る イベ ン トを解 釈す る 際 に見

過 ご されが ち な点が 大 き く浮上 す るの は興 味 深 い 。

ドイツ に おけるパ ブ リ ッ ク
・ビ ュ
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が，自分 たちの 真 の 規 模 を自覚 し，自分が そ の な か に加 わ っ て

い る と い う，『大 洋 の 中 の 』 感 覚 を抱 くこ とで 実現 され る よう

な欲 求 に応 え る」122］こ と を挙 げ て い る よ う に，メ デ ィ ア
・イ

ベ ン トの 経 験 に よ っ て
一

点 の 全体 へ と集約 され る視 聴 者像 とは

180度異 な っ て い る 。

4，3　 ドイ ツ に おけ る パ ブ リッ ク
・ビ ュ

ー
イン グ参加 におい

　　　 て立ち 現れ て くる もの とは何か一
仮説的結論

　 さて ，こ こ で イ ン タ ビ ュ
ーを通 して 抽 出 され た 3 つ の カ テ ゴ

リか ら，ドイツ の パ ブ リッ ク
・ビ ュ

ーイ ン グ参加か ら立 ち現れ

る もの は何 か を考 えた い 。

　ひ と まずこ と わ らな けれ ば な らない の は，こ の 「5 名 」 とい

うイ ン フ ォ
ー

マ ン トの 数 で も っ て ，ドイ ツ の 若 者 の 2006年 の

パ ブ リ ッ ク
・ビ ュ

ー
イ ン グ体験を

一
般化す る つ もりは 全 くない

とい うこ とで あ る。こ れ は あ くまで ，こ の 5 名の イ ン フ t 一

マ ン トそ れ ぞ れ の 個 別性 に 迫 っ た 時 に 立 ち現 れ る カ テ ゴ リ の，

仮説 的 議論 の 構築 を 目指す もの で あ る。仮説の 構築の 段階で，

パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ーイ ン グ参 加 を普遍化 す るこ とはで きない 。

また 本研 究 は パ ブ リッ ク
・ビ ュ

ーイ ン グ体 験 とい う特 定の 現 実

を，複 数の イ ン タ ビ ュ
ーを通 じ て カ テ ゴ リ化 に よ っ て 理 解 す る

試み で あ り，い わゆ る解 釈 的客観 主義 の イ ン タ ビ ュ
ー分析 の 立

場 を と っ て い る。した が っ て 調査 者 との 対 話 に よ り物語 が生 成

さ れ る と捉え る対 話 的構築主 義の 立 場 と は 異 な っ て い る こ と を

明記 し な けれ ばな らな い 。

　 日常 的 な サ ッ カ
ーとの 関与 を踏 ま え た 上 で パ ブ リ ッ ク

・

ビ ュ
ーイ ン グ 体験 の 語 りを改 め て 見 る と，そ れ が カ テ ゴ リ 1で

挙 げた，参加 者が サ ッ カー
フ ァ ン に 限 らない とい う点 は も とよ

り，カ テ ゴ リ 2 の 自己 ア イデ ン テ ィ テ ィ の 確 認が，カ テ ゴ リ 3

の 集 合 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ へ の 言 及 と 同時 に浮 上 す るこ とが 興

味深 い 。 こ の 点 を，2006年 ドイ ツ の パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ーイ ン

グ 参加者か ら見える パ ブ リッ ク ・ビ ュ
ー

イ ン グ の 仮説 的結 論 と

し，メ デ ィ ア ・イ ベ ン ト研 究の 新た な議題 と して 呈 示 した い 。

5．　 おわ りに

4 ．2 ．3 カ テ ゴ リ 3 ：集合的ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 確認 と そ こ か

　　　 らの解放

　サ ッ カ
ー

ワ
ー

ル ドカ ッ プをホ ス ト国の 国民 と して 体験 し，パ

ブ リ ッ ク
・ビ ュ

ー
イ ン グ に よ っ て 「わ た し は ドイ ツ 人 で あ る」

と い う思 い を強 く した と して も，そ の 体験 は 「ドイ ッ 」 とい う

1点 に集 約 され るわ けで は ない 。 国旗 を振 る若者 か ら国粋 主義

の 到 来 を 予 見す る こ と は 簡単 だ が，む しろ，それ まで 意識 さ れ

て きた か ら こそ 公 共空間 か ら排 除 さ れ て い た 「ドイ ッ 」 を，表

出で きる こ とが 明 らか に な っ た の だ と考え る こ と もで きる。

　＃1 の 言 葉 を借 りる な ら ば，戦 争，戦 後 経済 危 機 冷 戦，東

西分 裂 時代 を経 験 して い な い 「問 題 の な い 世 代 」 で あ る 彼 ら

が，ナ シ ョ ナ リズ ム を出 さない よ うに と強烈 に 意 識す る こ とか

ら解 放 され た とい うア イデ ア は，Dayan と Katzが メ デ ィ ァ
・

イベ ン トの 視 聴者 へ の 作 用 と して 「同胞 感情 の 高 ま り，共 同体

的 関係 の 流 行 を生 み 出す 」
［211

こ と，そ して 「視 聴 して い る 人 々

　パ ブ リ ッ ク ・ビュ
ー

イ ン グ に は 女性，若者，老人，子 ど もと

い っ た 「周縁の 人 々 」が 多く見 られ た 。 興 味深 い の は，彼 らが

テ レ ビ放送 とい う権力的なマ ス メ デ ィ ア を利用 しつ つ も，パ ブ

リ ッ ク ・ビ ュ
ー

イ ン グ とい うロ
ー

カ ル な メ デ ィ ア 空 間 に 身を投

じて い る 点 で あ る。オー
デ ィ エ ン ス を歴 史社 会 学的に 読み 解い

て い く視 座 は今後 の 課 題 と な り得 る。

　 ま た 忘れ て は な ら な い の が ，オ
ー

デ ィ エ ン ス と 「放送主 体 」

あ る い は 「主 催者 」 との 関 係性 の 分析 が 必 要で あ る とい う点 で

あ る。本論が取 り上 げ た現在の パ ブ リ ッ ク
・ビュ

ーイ ン グは

20世 紀 に お け る 公 共 空 間で の 映像 視 聴 とは 異 な り，家 庭 で 見

られ る テ レ ビ 番組 を わ ざわ ざ公 共 の 場 で 集 団視聴 す る 現象 で あ

る。こ の イベ ン トが成 立す る背 景 に は，情報 技術 の 発達 と文 化

との 絡 ま りが あ る 。 メ デ ィ ア
・イベ ン ト論が 問題 に して い る 3

つ の 主 体 は，情 報技 術 と 文化 が 分 離不可 能 な事 態で あ る状 況 か

ら立 ち現 れ て くる とも言 え る 。 こ の 点で，本論は 情報文化 学 に
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お い て も放送 主体 とイ ベ ン ト主体 そ して 参加者に よ っ て 作り

上 げ られ た出 来事 と して 位 置づ け られ る で あろ う。本研 究 で は

オー
デ ィエ ン ス の 側 か らパ ブ リ ッ ク

・ビ ュ
ーイ ン グの 役割 を考

察 した が，今 後 は オーデ ィ エ ン ス 分析 で 立 ち現 れ た 仮 設 を 踏 ま

えた 「放 送 主体⊥ そ して 「主催 者」へ の ア プ ロ
ー

チが 必 要 で

ある。

注

〔D2006 年 の Fan皿 eiLe は パ ブ リ ッ ク ・ビュー
イ ン グ の 中 で も ドイ ツ

　 FIFA 公 式 イベ ン トと して ，試 合 開催 都 市 で 行 わ れ た もの を指 す。

　 フ ァ ン マ イ レ ・ベ ル リ ン は 合 計数 百 万人 が 集まる 最大規模 の イ ベ ン

　 ト と な っ た 。

（2｝GTA は．質的デ
ー

タ を分析 する こ とで ，新 た な概念 の 生成 を 目指す

　 研 究手法 で ある 。B．　G ．　Glaser，　 A 、　L．　Straussが提 唱 した。

（3）Piitz（2007，　P．75）の 調査に よる と，フ ァ ン イ ベ ン トへ 参加 した者 の

　 うち ドイツ 人参加者の 60．7％ が 30歳以下 で あ っ た。

  ＃2 は出 身地バ イエ ル ン 州 の ビール 祭 「オ ク トーバ ーフ ェス ト」に 使

　 われ る テ ン ト内で パ ブ リ ッ ク ・ビ ュ
ー

イ ン グを体 験 した た め、しば

　 しば こ の イベ ン トを 「民族祭」と呼ん だ。
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